







































































































































































































































①地図 ８人 ０人 ０人
②絵や写真 ３人 ５人 ０人
③ロールプレイ ７人 １人 ０人
④資料 ４人 １人 ３人
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　⑵　「共通感覚を起点に思考を深めることができたか」
　鎖国政策についてまとめる際に「キリスト教禁止」に言及したのが全員であったのに対し，当初ねらった「貿易によ
る利益の独占」に言及したのは，４人にとどまった。子どもたちの意識を，授業中の発言やワークシートの記述内容な
どから推し量ると，次のような過程をたどったと考えた。
　こう考えると，①から③と「貿易」への意識が続いていたところに，④「キリスト教」が入ったため，ここで「貿
易」に対する意識が途切れたと考えられる。⑥で，「貿易の独占」を導き出したのは，半数の４人のみであった。「四つ
の窓口」を提示したことによる。だとすれば，まず調べ学習で「キリスト教禁止」を導き出した後，鎖国をした理由が
もう一つあったことを伝え，その後ロールプレイを行えば，「貿易の独占」について導き出せたのではないだろうか。
　⑶　「共通感覚」という視点から見えてきたこと
　　①　共通感覚を起点に，教育内容，教材，そして児童の実態をつなげて考える
　例えば，今回子どもたちは，「ポルトガルの位置を知らない」という実態があった。ポルトガルの位置を知らないま
まであれば，「遠い」という共通感覚を起点に，「遠い」→「航海が困難」→「それにも関わらず，日本まで来た。」→
「なぜだろう？」といったように思考が深まることはなかったと考える。「幕府による貿易の独占」という教育内容を
捉えるためには，「ポルトガルの位置を知らない」という実態の児童に対し，「地図によってポルトガルの位置を確認さ
せる」という学習活動を通して，「遠い」という共通感覚をつくる必要があった。
　　②　複数の共通感覚を同時に考えさせない
　家光の鎖国政策に二つのねらいがあったとはいえ，今回のように，キリスト教は「こわい」と貿易は「もうかる」と
いう相容れない共通感覚については，同時に考えさせるのではなく，別個に考えさせる必要があると感じた。一つの共
通感覚から始まる思考には，一つの流れをもたせる方が理解しやすい。①キリスト教の信者が増え，幕府の言うことを
聞かなくなると「こわい」→キリスト教が入ってこないように鎖国をしよう。②貿易は「もうかる」→他国や商人，他
の大名がもうかると，相対的に幕府の力は弱まる。→貿易を管理し，独占するために鎖国をしよう。行き着く先が「鎖
国」と同じであっても，思考の流れは違う。今回の実践で，子どもたちの思考の流れが途切れた原因もここにあったよ
うに考える。
　　③　社会科における共通感覚のもつ意味
　共通感覚をつくり共有することで，子どもたちの対話が成り立ち，思考を深めることができる。社会科の目標である
公民的資質の基礎を養うためには，社会事象を子どもたち自身が自分なりの見方で捉えること，そしてその見方を対話
を通して深めていくことが必要である。その前提として，どのような共通感覚をつくることが必要なのか教師が考え，
授業を構成していかなければならない。このように，子どもたち一人一人が社会事象を捉え，対話を通じて思考を深め
る呼び水として共通感覚があり，これが社会科における共通感覚のもつ意味と考える。
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①ロールプレイによって「貿易はもうかる」ことを実感する。②朱印船貿易が東・東南アジア貿易の主流にまで成
長した事実から，当時の日本人が「貿易に対して積極的だった」と考える。③その後，家光が貿易を禁止したこと
を知り「なぜだろう。」「知りたい。」と考える。④調べ学習により，「キリスト教信者数の増加」や「島原・天草一
揆」について知り，「キリスト教を日本に入れたくなかった。」と考える。⑤鎖国をした理由として「キリスト教禁
止」を挙げる。⑥キリスト教をおそれたことのみが理由であれば，国を完全に閉ざせばよいが，家光が，そうはせ
ずに「四つの窓口」を開いたことを知り，「貿易の独占」に考えが至る（４人）。
